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著者は1956年生まれで、佐賀大学理工学部
と経済学部を卒業。1981年に琉球銀行に

入行、同行調査部門などで40年以上にわたって
調査分析業務に携わり、沖縄経済を分析してき
た。そして、2025年には『沖縄経済 歩みと展望 
データ分析から見える実像』（沖縄タイムス社）
を著した。これは著者初の単行本で、米国統治
下から日本復帰、現在までの沖縄の経済史をた
どりつつ、今後を展望する画期的な書である。
では、今回取り上げる本書はどうか。副題に

「沖縄県版経済指標の見方」とあるように、一
般に市販されている全国版の「経済統計の見方」
などの解説書とは異なり、沖縄県の経済統計を
中心に解説したものだ。
ここではとくに特徴的な1～2章について焦点
を当てて紹介したい。まず1章（経済統計にみ
る沖縄県の地理的特性）では、歴史的経緯（復
帰前後で法定通貨・統計法が異なること、復帰
前からの経緯で、復帰後も公表の扱いが他県と
異なる統計があること）、地理的特性（輸送コ
ストの高さが経済統計に反映すること、島しょ
県であるため水際で把握しやすい統計があるこ
と、個別の離島ごとの統計は作成が少ないこと）、
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沖縄の地域特性を
真の「EBPM」で検証する
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社会的特性（郷土意識の強さなどから人口統計
では県内に住みつづける割合が高いこと、旧暦
行事が統計に影響を与えること、米軍基地に関
する統計の公表があること）など沖縄の地域特
性を端的に解説。
ついで2章（主要な経済統計）では、「県民経
済計算」「観光収入」「米軍基地関連収入」に着
目。そのうえで、県GDPの推計は内閣府の作
成指針に従っており、県の観光統計など精度が
高いデータが使用されておらず、実態に即して
いないことを指摘している。また、観光収入に
ついてはデータが不十分で実態把握は困難であ
ること、基地収入については米軍人・軍属への
財・サービスの提供のデータの精度が低いこと
も解説する。
いま日本の政策立案では「EBPM」（証拠に
もとづいた政策立案）が盛んに取り上げられて
いるが、言葉が先行している印象も受ける。本
来であれば、本書のように統計への深い理解に
もとづくことが肝要だ。沖縄経済について、そ
して統計について関心を持つ向きには必携の一
冊である。
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本書では1日240万人の人出がある大阪「梅田エリアの価値向上」をミッションに「訪れて過ごすまち」づくり
を事例として取りあげている。人流ビックデータによってエリア機能の設計の見直しをはかった、とあった。結
果、まちづくりしだいでは「これまでにない人の滞在や回避のパターンがうまれる可能性がある」とした。まち
づくりの統計学として価値ある一冊だ。

　「人流」とは聞きなれない用語だ。日本では
1920年に初の国勢調査を実施し、国民の「人の
流れ」がわかった。おかげでそのときどきの社
会情勢やライフスタイルによって人流が変化す
ることを識り、対象をもれなく調べる「全数調査」
（センサス）の意義、データの大切さを理解した。
時を経てデータの力でまちづくりをしようとい
う動きも。移動経路、回遊性はどうなっているか、
人流をビックデータ化し、それを地域の再開発
や観光、交通、防災といったまちづくりに役立
てようというのだ。ときに道路復旧の優先順位
をどうするかとか、渋滞緩和にもデータの力「人
流ビッグデータ」が生かされているという。

　このビックデータの取得方法もかつての調査
員による面談から、今日ではカメラの画像、セ
ンサー、スマートフォンといったIoTデバイス
にとって代わろうとしている。これにAIが加
わるとどうなるか。これまでの何倍ものスピー
ドで質と量が手に入ることになる。だが、デー
タを扱う人間にも言及。まずは「知りたいこと
や仮説をリストアップする」、そして「データは
『比べる』ことがとても重要だとし、『問い』を持
ってデータを見る経験を積むことが肝心」と説く。
知りたいことや仮説をデータで可視化し「解」を
見つけ出す。どうやら人生の書でもあるようだ。


